







































































































































































































；入側開ロ 流出側開口モデル Qo Cf Ao Cw ζ’ Ao Cw ζ’
1 9．58 一〇． 9．0 O．57 α98 9．O 一α11OO2 7．92 一〇． go 05913290一〇120643 5．94 O．12 9．o O．62 18790一〇120674 6．45 0．20 9．0 O．61 13290一〇11100













































































単位 モデル1 モデル2 モデル3 モデル4 モデル5
9．58 7．92 5．94 6．45 5．11通風量Q。 ×10→［㎡／s］















C 全圧PW／Q ［Pa］ 0．89 0．90 0．90 0．90 0．92
Cエ　ノ　ー　　　　CD X　　一 ． ． ．
↓ LPOD／Q ［Pa］ o．09 0．21 0．31













D 全圧PW／Q ［Pa］ O．80 0．69 0．59
D エネルギー損失LP評 ×10→on 2．14 1．80 130 できない
↓ LPぱ／Q ［Pa］ 022 O．23 0．22F ζOF t－］ 0．33 0．49 O．84
C エネルギー損失LPσ X10→聞 3．00 3．46 3．13 4．52 3．52
↓ LPc，／Q ［Pa］ 0．31 0．44 0．53 O．70 0．69














m18F PW Pa 46 037 0　0 02
F エネルギー損失LP剛 ×10’4醐 1．11 1．13 025 0．07 0．0
↓ LP棋／Q ［Pa］ O．12 0．14 0．04 O．01 0．O









































































モ　ノ 1 2 3 4 5
Qo（×10←4［m3／s］） 9．58 7．92 5．94 6．45 5．11
全圧Pt 査面 0．89 O．90 α90 O．90 O．92
パワー ［Pa］ 検査面F 058O．46 α37 O．20 0．23
検査面H 0．46 ρ32 0．33 Oj　9 0．23バランス ζび 0．46 0．94 2．02 2．27 3．56
モデル 全圧損失 ζm α17 031 α16 O．04 O．0係数ζ ζ田 O．63 1．25 2．18 2．31 3．56
静圧（・全圧 検査面C 0570．59 0．62 O．61 0．63
検査面F 一〇．11 一α04一（M2 0．20 O．22
従来の方法 と仮定）［Pa検査面H 一〇．11 一〇．12 一〇．12 一〇．11 一〇．12
全圧損失 ζご O．98 1．32 1．87 1322．10
ζ㎡ O．0 O．64 097 1．0 1」5
係数ζ’ ζ♂ 0．98 1．96 2β4 2．32 3．25
ダクト設計資料より ζ♂ 05 1．5 24 1．5 2．4
＜記号＞
a：正方形で近似した流管の一辺
　の長さ［m］
A：検査面の断面積［m2］
Ao：開口面積［m2］
C：風圧係数
h：模型高さ［m］
K：平均運動エネルギー［m2／s2］
κ。：スロー定数（吹出口定数）
k：乱流運動エネルギー［M2／s2］
LP：エネルギー損失［W］
p：変動圧力［Pa］
Pl平均圧力［Pa］
PW：エネルギー輸送量［W］
Q：検査面の風量［m3／s］
Q。：模型の通風量［m3／s］
Uili方向平均速度成分［m／S］
Ui：変動速度［m／S］
∨1風速［m／s］
v：微小面積dA踏ける風速［m／s］
Z：床面からの高さ［m］
α：開口の流量係数［一］
ε：乱流エ祈ギー消散率［m2／釣
p：空気密度［kg／m3］
ζ：全圧損失係数
ξ：エネルギー損失係数
く添え字等＞
f：床面で測定
w：壁面で測定
d：動圧　s：静圧　t：全圧
a：接近流
1：1＝X．y．Z
n：C∨表面外向法線方向
m：m番目のC＞界面
一a：CV各界面上の面積平均
一v：C＞体積平均
注1）この仮定において、スロー定数Ko＝4、　tan（φ／2）＝1．22／K。、縮流係数ao＝
0．8を用いた。対象としたモデルは開口が床面に接しているため、床面に沿う
噴流になる。そこで、これを床面を中心軸とする上下対象型の自由噴流（D’＝
｛2×（4／rr）ん｝IM、0’＝2q）で近似した。この場合噴流の中心風速はx＝K。D。まで
一定（定速域）となるから、風速分布は図8のように台形で近似できる。流管の
大きさは風量より算出し正方形の一辺の長さに換算して示す。（文献3）
注2）表4中のモデル4、5のζ　’sは遮風板の影響を無視した。
注3）従来の方法では、検査面C、F共に全圧＝静圧としているため、モデル
1、2では開口前後の動圧の保存が無視されζ’CFは大きい。一方モデル3、4、5
では、室内全圧が静圧に近くなり、逆に検査面Cでの動圧が考慮ず全圧が低
く見積もられている影響が顕在してパワーバランスモデルに比べζ　’crが小
さくなる。
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